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●健康寿命を延ばそう
　健康寿命とは、健康で自立した生活を送
ることができる期間で、県では６５歳から「要
介護２」以上になるまでの期間としています。
　健康寿命を延ばすためには、生活習慣病
の予防が大切です。
　保健センターでは、生活習慣病を予防し
て健康長寿な方を増やすために、出前講座
で「健康長寿サポーター養成講座」を実施
しています。サポーターになった方には「健
康長寿サポーター応援ブック」を贈呈しま
す。自分自身とともに、家族、友人など周
りの方の健康寿命を延ばしましょう。

●こころの健康を保ちましょう
　「こころの健康」は、人がいきいきと自
分らしく生きるためにとても重要です。こ
ころの健康を保つためには、ストレスと上
手に付き合うことが大切です。バランスの
とれた食生活、適度な運動、休養をとるこ
とを心がけ、心を健康に保ちましょう。　
　また、春は、就職や転勤など環境の変化
によるストレスがかかりやすい時期でもあ
ります。身近な人の「いつもと違う」とい
う気づきがこころの問題の早期発見や早期
対応に役立ちます。
　保健センターでは、精神科医による「こ
ころの健康相談」を月に１回実施していま
す。こころの健康について心配なことがあ
りましたら、お問い合わせください。

●造血細胞移植後の定期予防接種
費用の助成
　小児がんなどの治療のため造血細胞移植
を受けた２０歳未満の方で、移植前に接種し
た定期予防接種ワクチンの免疫が低下また
は消失したため、再接種が必要と医師が認
めた方に対して、任意で再度予防接種を受
ける費用を助成します。詳しくは、市ホーム
ページまたは保健センターへお問い合わせ
ください。

●女性の健康週間
　３月１日から８日までは「女性の健康週間」
です。
　女性は、思春期、妊娠・出産期、更年期、
老年期と生涯を通じて、ホルモンバランス
が大きく変動し、その影響で心と体にさま
ざまな変化が生じます。健康で明るく、充
実した日々を過ごすためには、自分の体を
知ることが大切です。この機会に健康につ
いて考えてみましょう。
　保健センターでは、健康相談を随時受け
付けています。心身に不調を感じたら、お
気軽にご相談ください。

●子ども予防接種週間
　３月１日から７日までは「子ども予防接種
週間」です。
　ワクチンで防ぐことができる病気（ＶＰ
Ｄ：Ｖａｃｃｉｎｅ　Ｐｒｅｖｅｎｔａｂｌｅ　Ｄｉｓｅａｓｅｓ）

から子どもたちを救うため、入園・入学前
であるこの時期に、保護者の方は未接種の
ワクチンがないかどうか確認しましょう。
　保健センターでは、ワクチンや接種スケ
ジュールなどの予防接種に関する相談を随
時受け付けています。お気軽にご相談くだ
さい。

保健センターからのお知らせ 仏
物☎995－3381

事業名 日時 対象
①乳幼児相談（事前予約不要） 3月2日㈬	 午前９時３０分～１０時３０分 満２カ月～未就学児
②ママのこころの相談
（臨床心理士による相談） 3月2日㈬	 午前９時３０分～１１時（１人４５分） 乳幼児の保護者・妊婦で子育て上の悩み、不安などの

相談がある方

③すこやか相談 3月1日㈫	 午後１時３０分～４時 お子さんの発育・発達やことばの遅れ、夜尿症、落ち
着きがないなどの心配がある方

④パパ・ママ学級 3月12日㈯	 午後１時～４時 妊娠５～７カ月の初妊婦および夫
⑤離乳食（初期）教室 3月9日㈬	 午前１０時３０分～正午 ５～６カ月児
⑥離乳食（後期）教室 3月10日㈭	 午前１０時３０分～正午 １０～１１カ月児
⑦プレママサロン 3月16日㈬	 午後１時３０分～3時30分 妊婦

複保健センター
仏②③は電話④～⑦は電話または市ホームページ内から電子申請で保健センターへすこやかカレンダーすこやかカレンダー 3月

特定保健指導を利用しましょう
　八潮市は県平均と比べてメタボリックシンドローム該当者の割合が高い状況です。
　メタボリックシンドロームは、高血圧・脂質代謝異常のリスクを高めます。
　該当の方は、特定保健指導を活用して健康管理に役立てましょう！

物国保年金課☎奮825
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市税等の納期限のお知らせ
固定資産税� ４期
国民健康保険税� ９期
介護保険料� ９期
後期高齢者医療保険料� ８期

納期限：２月２８日
口座振替の方は、残高確認
をお願いします。

　妊娠期は、お腹の赤ちゃんの成長や
妊婦さんの健康を維持するためにとて
も大切な時期です。しかし、特に妊娠
初期は外見からは見分けがつかないた
め、周囲から配慮を得られにくいこと
があります。
　「マタニティマーク」は、妊産婦さ
んが交通機関などを利用する際に身に
つけ、周囲に妊産婦であることを示し
やすくするものです。
　このマークを付けている妊産婦さん
を見かけたら、電車やバスなどで席を
ゆずる、近くでは喫煙をやめるなど思
いやりのある行動をお願いします。

「マタニティマーク」
をご存じですか？

特定健康診査受診者のうちメタボリックシンドローム該当者の割合の推移

　保健センターでは、妊娠届出時に
「マタニティキーホルダー」を配布
しています。


